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千 葉 芳 夫
私が大学に入学 したのは昭和四十三年,大 学紛争が激 しくなった年である。
次の年 には,紛争のあおりで東大の入試が中止になるということもあった。様々
のセク トの主張が対立 し,互いに相手を攻撃 しあうという状況であり,一体ど
れが正 しく,どれが間違 っているのか,そ れを判断するのは困難というより,
ほとんど不可能に近いと感 じられた。
そんな中で,た またまマンハイムの 『イデオロギーとユー トピア』を読んだ。
これが知識社会学 との出会いであった。今になって思えば,ま さに,イ デオロ
ギーの対立状況を考察 した著作であったわけだが,そ の当時 は,も っぱら,何
が正 しいのかという問題にばか り関心が向いていた。認識の真理性 とか客観性
とか,い わゆる経験科学的な問題とはかけ離れたところから社会学に入 ってい
くことになったのであり,この傾向はどうもいまだに続いているようである。
大学院に入 ってか ら本格的にマンハイムの知識社会学と取 り組むことになっ
た。一番難 しかったのは,彼の思想基盤となっている歴史主義の理解であった。
一切のものを流動 し,変化するものとして捉え,し かもその全体を認識 しよう
とす るという志向は,お よそ近代合理主義的な思考法 とはかけ離れている。 し
かし,歴史主義の理解なくしては彼の知識社会学は理解できない。特 に,しば
しば曖昧な概念とされる存在概念や,存 在適合的意識 という真理概念 は,歴史
主義的な存在概念が前提 となっているのである。 このようなことがだんだん分
かってきた。 もっとも,認識論的問題に対する彼の解答は,「動的綜合」 につ
きる。時代を,時代に適合 した立場から,も っとも広い視野で捉えている認識
が真である,と いうことだ。実践的な解答 とは言えるか もしれないが,多 分に
曖昧さを含み,充分に納得できるとは言い難いものと感 じた。
八十年代に入 って,マ ンハイムの初期の草稿が出版 され,そ れに伴 って研究
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書 も次 々出 され るよ うにな ってい く。不幸 なことに,ち ょうどその時期にマ ン
ハイ ムに対 す る興 味がだん だん薄 れてきた。 ブームにな って いるような ことは
余 りや りた くない,と い うへ そ曲 りな性格 も作用 したのか も しれない。
マ ンハイ ムか らシェー ラーへ と知識社会学 の歴史を遡 ることにな る。マ ンハ
イムはシェー ラーの知識社会学 を批判 的に継承す る,と いう関係にあるのだが,
両者 は,方 法 も対象 も異質 であ る。 シェー ラーの場合 には,宗 教,形 而上学,
実証科学 とい う三種 の知識 のあ り方 が知識社会学のテ ーマとなって いる。特に
実証科学を他の知識 よ り優 れた もの とする考 え方(シ ェーラーはこれを,実 証
主義 と呼ぶ)に 対す る批判 が,彼 の知識社会学研究の動機 とな って いる。彼 は
この ような知のあ り方 の批判 を通 して,人 間が モノの様 になる近代社会を批判
して いるので ある。
振 り返 ってみれば,マ ンハイ ムも例えばユー トピアの消滅 とい うような議論
を通 して,近 代 にお ける知 のあ りよ うを問題 に した,と い うこ とがで きる。っ
ま り,マ ンハ イムの知識社会 学 もシェー ラーのそれ も,知 のあ りよ うという視
点か らの近代批判 と して理 解で きるのであ る。
さて,社 会学で近代を問題 とす るときに ウェーバ ーを避 けて通 るわ けにはい
か ない。最近,ウ ェーバ ーを読む ことにな ったのはこのよ うな理 由による。そ
して,こ のよ うな文脈で ウェーバ ーを読んでみると,近 代的合理性や近代科学
に対す るア ンビバ レン トな態度 にマ ンハイ ムや シェーラーに通 じる問題意識を
感 じるよ うにな った。更 に,マ ンハ イムとシェー ラーを直接 に関連付 けて議論
す ることはなかなか難 しいので あるが,ウ ェーバーを仲介 させ ると互 いの位置
関係 がっ かみやす いよ うに思 う。 ウェーバ ーを も含 めて,近 代 にっいての 「知
の社会学」 としての知識社会学 を構想す ることができるのではないかと考 えて
い る。
ポス トモ ダン,い や,ポ ス トモダ ンの終焉がいわれる時期 に,モ ダン(近代)
を問題 とす るとい うことは,時 代遅 れなのだ ろうか,そ れ ともへそ曲 りのなせ
る しわざなのだ ろうか。 そんな思 いに とらわれ ることもあ るが,依 然 としてマ
ンハ イムを中心 とした ドイ ッ知識社会学が今の ところの研究 課題であ る。
(ちばよしお 佛教大学社会学部社会学科助教授)
